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　abstract
　In early July 2018, heavy rain in July 2018 caused severe damage in various 
parts of Ehime Prefecture. Among the damaged works were many photographs full 
of various memories and old records telling the history. As the rescue of cultural 
properties continued in various places, The Ozu City Museum, with the cooperation of 
many people, worked on the rescue of the damaged materials in the city. 
　The reason why the system for the rescue of the material was assembled to some 
extent quickly in the event of an unexpected situation was that there was a practical 
training that I received a few months ago. Along with an outline of the case of the Ozu 
City Museum, we introduce "a certain word" which reminded us of the difficulty of 
passing down materials only in the area that extends along the Asahikawa coast.
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はじめに ~ 当日の筆者がみた状況～
　平成 30 年 7 月 7 日、一晩中降り続いた雨は雨脚を強め近所の川も増水し濁流が川
幅いっぱいになっていた。出勤は、マイカーで小一時間の道のりであるが、山間地で
もあり大雨が続いた場合には道沿いの土砂が流れ出し、大きな水溜まりも出来て余計
に時間を要することになることが多い。この日も念のため早い目に、かつ、水溜まり
の走破を予測して四駆の軽トラに乗って通勤することとした。
　肱川水系の川筋を通る国道は、やはり随所で土砂があふれ、その近辺は道幅もわか
らないくらいの水溜まりが出来ているだけでなく、ゴツゴツとした石が目立つ土砂と
山側から流れ出す水によって、片側の通行は遮断され、対向車があった場合はお互い
が譲り合い、かつ多少無理をして土砂を乗り越えて進まなくてはならない状態が、こ
れまでの大雨以上に続いていた ( 写真 1)。鹿野川ダム横の道を下り、道の駅を右手付
近まで、ふだんならば 20 分程度の行程であるが、この日は約 1 時間を要していた。
道の駅を通過して数分の地点まで来ると、土砂崩れの為通行止めとなっており、それ
以上進むことが出来ない状況で、U ターンせねばならなくなった。手前の道の駅に入り、
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一旦様子を見ようかと一瞬思ったが、大幅な遠回りルートにはなるものの、他の県道・
国道を使ってのルートを選ぶことにし、来たルートを引き返した。今度は、ダム横の
道を上りきり、左手のダム湖を見るとダム堰堤のほぼいっぱいまでの高さまで水が満
ちていた。
　大洲市肱川町と西予市野村町境付近まで引き返し、県道経由で野村に向かうルート
を通ろうとしたが、県道に入ってすぐの辺りで、ここも土砂崩れのため通行止めとなっ
ていた。次に思い浮かべたルートは、国道を自宅に向けて戻り、西予市城川町から野
村に向かうルートである。国道は来た時以上に土砂が道に溢れ、水溜まりも大きくなっ
ており、右手の川筋は、これまで見たことがないほどに濁流となっており、水位が国
道に迫っている箇所も見られた。この時点で、これ以上、右往左往する事を避け、一
旦家に戻り情報を集めることに決したが、朝は何事もなく通過できた自宅のある集落
から国道に向かう道筋のトンネルが流出した土砂と倒木によって通れない状況となっ
ていたため、ここでも迂回をすることとなった ( 写真 2)。
　自宅のテレビにより、豪雨の情報を思い知らされることになったのは言うまでもな
い。つい、1 時間ほど前に走行していた肱川町内の国道筋や、引き返して向かおうと
写真 1: 国道 197 号線の様子
写真 2: 西予市県道 2 号線のトンネル
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していた野村への県道筋は増水のため濁流が溢れ、犠牲者が出、家屋などの被害も拡
がっていた。大洲に向かう国道筋では、橋が押し流された場所もあるなど、広範囲に
わたり甚大な被害が出たのである。
豪雨水害による水損資料のレスキュー活動
　大洲市立博物館周辺の地区は水害の被害はなく済み、飲食店・スーパーなども営業
を行っており、電気・水道などのライフラインはほぼ通常どおり使用できる状態であっ
た。博物館は、社会教育センターの 4 階・5 階にあり、1 階は駐車場、2 階・3 階は
肱北公民館となっている。公民館は、7 日から避難所が開設され、当日には約 120 名
を受け入れていた。
　ライフラインの内、水道については状況次第では水量が減少し断水もありうるとの
情報も当初にはあったが、結果としてその事態にならずに済んだ。ライフラインが通
常通りであったことが、後に述べる被災資料のレスキュー作業を博物館で継続的に行
うことが出来た最大の要因であった。
　翌 8 日、博物館は通常どおり開館した。博物館のスタッフ 3 名の内、1 名は公民館
の応援にあたっている。社会教育センターは、昭和 53 年の開設から 40 年以上が経過
しているが、漏水もなく所蔵資料に被害はなかった。博物館としては、市内の被災資
料のレスキューに向けて今後の状況に応じた対応をするというで準備を整えることと
なった。
　県内では毎年、愛媛県博物館等関係職員研修会が開催されているのだが、約 5 か月
前の 2 月に愛媛県総合科学博物館を会場に行われた研修会のテーマは、「水損資料の
応急処置」についての実技講習会であった。水損した写真、古文書と見立てたサンプ
ルを使い、手引きに基づいた洗浄作業を体験したのであった。むろん、その時点では、
我々も含め誰もがこのような事態に直面しよう
とは想像だにしなかったが、この研修会があっ
たからこそ、博物館がこの豪雨災害によって行
うべき資料レスキューへの心構えが出来たので
ある。
　8 日の時点では、復旧作業が端緒についたば
かりでもあり、被災した資料に関する情報はな
かったが、とりあえず、エタノールや洗浄に使
用するための刷毛や筆、吸水に必要なキッチン
ペーパーなど、必要な用具を準備することとし
た。
　翌 9 日は月曜日であり、これも通常どおりに
休館日とし、スタッフはそれぞれ市内の復旧作
業の手伝い等にあたった。
　筆者も、大洲に住む親類宅が床上浸水の被害
を受けていたため、身内とともに浸水した畳や
家具などの破棄作業にあたった。この時、親類
宅で破棄されようとしていた水損したアルバム
数冊があった。水に浸かった以上、もはや捨て
写真 3: 市博ロビーでの水損資料の乾燥作業
17
るしかないと考えたとのことであったが、写真は洗浄することで救出できる可能性が
あることを伝え、博物館に持ち帰ることとなった。研修会で実技講習を受けたとはい
え、所蔵している方々の大切な写真を洗浄するという作業に対して、十分な経験があ
るわけではないことでもあり、躊躇する思いがなかったわけではい。しかし、親類宅
の資料は、私も写ったものがあるなどする写真であったことから、作業にあたる不安
を好い意味で払しょくし、遠慮なく洗浄にあたることが出来たのは事実である。2 月
の実技研修会、そして最初に洗浄に着手することとなったものが、親族のアルバムで
あったことが、その後の市内各所からの水損写真レスキューを進めていく上で重要な
ものであったとつくづく思う ( 写真 3)。
　博物館での水損資料救出作業が本格化するのは 10 日からである。
　作業場所として、手近に水道があることが必要であることは言うまでもなく、手洗
いがある 4 階のロビーを使うこととした。4 階には、博物館事務所と、歴史分野の展
示室があるが、4 階展示室は一旦閉室し、ロビーにあった椅子やテーブルなどを隅に
寄せて、少しでも広く空間をあけ、前日に預かった親族のアルバムから写真を取り出
し、広げた新聞紙の上に、水損した写真を並べた。そして、会議用の長机に水を入れ
たコンテナを載せて、写真をひとつひとつ、その中に浸けて、筆などで汚れを取り除
く作業にあたった ( 写真 4)。作業を終えた写真は、また別の新聞紙の上に広げて乾燥
を行った。この時の作業は、博物館スタッフ 3 名があたっている。
　この日、教育委員会から一報があり、浸水被害のあった大洲城遺物管理事務所 ( 大
洲市肱川 ) に収蔵されていた資料の内、水損した実測図や資料写真・フィルム、資料カー
ド類を洗浄することは出来ないかとの相談を受け、受け入れ可能である旨の返事をし
たところ、午後に博物館に持ち込まれた。これらの資料についても、まずは可能な限
り広げて乾燥を行うことから作業に入った。
　翌日からは、大洲城遺物管理事務所の初動の復旧作業に博物館スタッフ 1 名も救援
にあたることとなり、スタッフが交替しながら博物館での作業と並行して任にあたる
こととした。
　遺物管理事務所は緊急放流が行われた鹿野川ダムから直線距離にして約 2.8km 下流
の肱川の沿岸にあり、肱川の増水によって天井を超える高さまで、推定で約 3 メート
ルの浸水があったらしいことが、建物に残された痕跡によって判明している。建物内
の資料及び物品は全て水損しており、建物内は木製の収納棚は倒れ、資料を収納した
写真 4: 市博ロビーでの作業の様子
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コンテナなどが散乱した状態となっていた。長靴、ゴム手袋、マスクを着用して数人
で作業にあたったが、1 時間ごとに建物の外で細かくしっかり休憩をとる等、カビな
どの吸入予防の体制がとられた。11 日に作業に赴いた際には、まず出入り可能な扉側
にある和室部分の片付けにあたった。畳がめくれあがり、和室の床下には、排水口が
詰まっていたこともあって水が溜まった状態であった。押し入れなどを利用して収納
されたコンテナの中には濁水と、泥が溜まり、強烈な臭いを発していた。コンテナの
一つからは、溜まった水を流したところ、1 匹の川魚の死骸があったことを覚えている。
発掘遺物であったため、中には瓦が数枚入ったコンテナなど、かなりの重量のものも
あり、ヘドロやカビの臭いが充満する環境の中、作業員の体力を奪っていた。外に運
び出した資料入りのコンテナは、軽トラに積み込み、大洲埋蔵文化財センターに運び
入れる作業も並行して行ったが、この頃には快晴が続く天候となり、夏場の異常な暑
さが続いたこともあって、道筋にたまった泥水がすっかり乾燥して、車の走行ととも
に塵が舞う環境であった。
　博物館は、地元の郷土史研究会である大洲史談会の事務局を兼任している。毎月、
第 2 土曜日は、史談会会員などの研究発表などを行う例会が開催されており、14 日
は 7 月例会が予定されていた。史談会関係者にも被災した方もあることから、実施に
ついて史談会理事者の方々と相談した結果、「参加人数が少ないとしても、被災状況
や被災資料などの情報収集にもなるだろう」とのことで、予定どおりの開催となった。
この例会で、講師の発表の後に時間をいただいて、例会参加者に周りに水損してしまっ
た写真や資料があれば、博物館で洗浄などの作業を受け入れ可能であることを話させ
ていただき情報提供を求めるとともに、実際に行っている作業を見学してもらい写真
の洗浄方法などを説明した。この結果、博物館での資料洗浄作業を手伝っていただけ
る会員も出来た。また、フェイスブックなどを通じて、仲間に声をかけたところ、周
囲から預かった被災資料を持ち込んでもらえるとともに、作業に参加したり、資料の
吸水に膨大に必要になる新聞紙などを提供してもらうことが出来たのである。博物館
におけるボランティア受け入れが本格化した 7 月 20 日から、ひとまず作業が山場を
越えて、あとは博物館スタッフで継続できる状況となった 9 月 13 日までの間に参加
していただいたボランティアの方々の延べ人数は 58 名にのぼる。
　肱川の遺物管理事務所の作業が本格化した 7 月下旬ころには、各地の文化財関係者
や大学の支援が入り、当館スタッフは博物館で続けていた水損資料の洗浄作業に集中
することとなった。
肱川風の博物館・歌麿館における水損資料レスキュー
　作業を継続する上で、手狭な博物館のスペースでは水損資料の受け入れや、作業を
行う上で問題がないわけではなかったが、それを解決する上で大きな存在であったの
が、肱川地区の鹿野川湖を見下ろす高台にある肱川風の博物館・歌麿館であった。
　以前、風の博物館が開催した展示のため資料を借用した肱川町内の個人宅が被災し
た情報を風の博物館から受け、資料の救出作業をさせていただく許可を得ることが出
来た。そのお宅は茶道をされており、例年春に風の博物館で行われる茶席で、所蔵さ
れている掛け軸をいくつか拝見させていただいていた。掛け軸については、高い場所
にあった建物に収められており無事であったが、川沿いの離れに置かれていた江戸期
の書籍、文書、甲冑、そして大量の茶道具が水損していた ( 写真 5)。数が大量であっ
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たこともあり、当館への受け入れは困難であった。そのため風の博物館の協力を得て、
同館へ搬出し 2 階の大ホールなどで乾燥させた。風博は一段下の土地に地下 ( 半地下 )1
階が設けられており、その外は時間帯により建物の陰が生じ、風通しの良も良いこと
から、資料の陰干しが出来る場所として最適であった。ここでの作業にも、博物館で
の作業を手伝っていただいていたボランティアスタッフ、そして風博のスタッフの協
力が大きかった。また、甲冑の洗浄については、小松恩芳図書館・郷土資料室 ( 愛媛
県西条市 ) の友澤明氏に協力を仰いだ。
　当館スタッフ 3 名については被災がなくて済んだが、風の博物館のスタッフ 3 名の
内、2 名は被災しており、その内の 1 名は浸水被害の大きかった肱川町内の鹿野川地
区に住んでおり居宅の 1 階部分が浸水するという大きな被害を受けていた。
水損資料救出方法を広く知っていただくために
　愛媛県歴史文化博物館の仲介により、宮崎歴史資料ネットワークの山内利秋氏をお
招きしてより多くの方々に水損写真の救出方法を知っていただくための体験講習「災
害にあった写真を救おう」を大洲市立博物館と、八幡浜市教育委員会とで開催するこ
とが決まり、準備が進められたのもこの頃である。水損した写真の中には、洗浄など
により遺すことができるもの、ということは残念ながらほとんど知られていない状態
にあった。そのため、家財などとともに、泣く泣く破棄される事例が多かったことも
事実である。この頃には、八幡浜の印刷会社により水損した写真のデジタル復元や、
個人の方々の写真救出活動もテレビや新聞、ネットなどによって紹介されていた。そ
の機運の中で、それぞれのお宅の歴史や思い出が詰まった写真をより多く救出するた
めには、より多くの方々にその方法を知っていただくことが重要であった。
　7 月 29 日に大洲市立博物館で、翌 30 日に八幡浜市でレクチャーが開催されること
となったが、7 月 29 日に台風 12 号が接近したことにより、大洲での開催は中止とな
り、翌 30 日の八幡浜会場のみの実施となったが、各所から大勢の参加者があり、大
盛況であった。ここで講習に使用した写真は、今回の豪雨災害で水損した写真であり、
参加者の中にも所蔵する写真を持参された方もいた。
　各種 SNS や、大洲史談会などを通じて、水損資料の博物館での受入れと、資料の取
写真 5: 水損甲冑の救出作業の様子
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り扱いに関しての問い合わせに関する情報発信を随時行うほか、大洲市広報 9 月号 ( 平
成 30 年 8 月下旬発行 ) に下記の記事を掲載した。
水に浸かった写真や記録を捨てないで
今回の豪雨により、水に浸かった写真や記録などはありませんか。
土砂・浸水で汚れていても、洗浄などの方法で救える可能性があります。
捨ててしまう前に、お問い合わせ先にお気軽にご相談ください。
【対象となる文書・記録】
○写真 ( フィルムも含む )
○古文書・古い本
○明治・大正・昭和の古い書類 ( 手紙・日記など )、新聞、絵葉書
○掛け軸、古いふすま、屏風など
○自治会・組合など団体の文書・記録
(『広報おおず』2018 年 9 月号、22 ページ )
　これは、各地の公文書館などが呼びかけていた文書を参考にして書いたものである。
　実際、この頃には問い合わせも入り、数件ではあったが資料の持ち込みもあった。
夏場の事もあり、持ち込まれた資料の多くは、カビが発生したものも多く、写真・ア
ルバムについては剥離が難しい状態になっているものもあった。フィルムについては
画像部分が溶けてしまい透明フィルムになっているなど、救出は不可能となっていた。
　写真についても、洗浄すると画像の大半が剥離してしまうものが増え、妙な言い方
になるが、もとの画像を最もよく伝えるのは、アルバムに貼られた状態でカビや汚れ
を落とす前に現状記録のため撮影した画像であった。
　当館・風の博物館での作業がひとまず落ち着いた 9 月中旬までの間に救出できた資
料は、写真・図面・文書・和本を含む書籍・茶道具など約 7,400 点である。この期間中、
駆けつけてくださった延べ 58 人のボランティアスタッフの方々の力と、関係機関の
方々のアドバイス、支援があったからこそ救出作業を進めることが出来たものであり、
深く感謝したい。
まとめにかえて
　大洲市内で水損資料の情報を収集している最中に良く聞いた言葉がある。
「古い写真や、記録はこれまでの水害の時に捨てている」
　狭い山間を縫って流れている肱川は、恵みの川であると同時に、過去にも頻繁に大
雨により増水し、周辺に被害を及ぼしている川でもある。市内のある旧家に水損の状
況を調査に訪ねた際、一室の壁には「昭和 20 年 9 月 17 日最高水位」と添え書きさ
れた線が残されていた。その水位は、今回の豪雨のそれよりも高いものであった。
　災害からの復旧は、あらゆる面で現在も続けられている。
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記憶をのこす事の、意味を考える。
( 愛媛県八幡浜市にて )
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